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まずは最初に 
 

分類くんソフトのインストールをしよう  

 

 【１】 このソフトはマイクロソフト社のエクセル（EXCEL）2007-2010 が必要となります。  

    お持ちでない方は、ご購入の上、お使いください  

 

 【２】 「分類くんソフト」の CD を開くと「分類くん」のフォルダがあります。  

    このフォルダをパソコンのお好きな場所にコピーしてください。  

 

    レジストリ等の変更はしておりませんので、アンインストールについては  

    このコピーした「分類くん」のフォルダを削除することで行えます。  

 

      

 

 【３】 コピー後の「分類くん」のフォルダを開くと下記のフォルダやファイルがあります。  

    「GHS分類くん」のエクセルファイルが「分類ソフト」となります。  

 

     



 5

マクロを使えるように設定を変更しよう  

 

 ソフトの起動にはマイクロソフト社の Excel の ver2007-2010 が必要となります。  

 ソフトは Excel に標準搭載されているマクロを用いて動作しますので、マクロを利用できるように設定する必要があります。  

 Excel2007 と 2010 でのマクロ設定の変更方法を説明します。  

 

 ＜Excel2007＞の場合  

 

 【１】 ソフトを立ち上げる前に、エクセルを立ち上げてください。 

 

    左上に「オフィスボタン（オフィスマーク）」があるのでクリックしてください。  

      

 

 【２】 Excel のオプションを選択してください。  
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 【３】 セキュリティセンターを選択し、セキュリティセンターの設定ボタンをクリックしましょう。  
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 【４】 マクロの設定を選択し、警告を表示してすべてのマクロを無効にするを選択してください。  

    「OK ボタン」をクリックして決定します。  

    これで設定は終了です。マクロを利用できるようになります。  

 

      

 

 【５】 設定後、「ソフト」を開いた際、下図の警告が出ます。(Excel2007 の場合)  

    「GHS分類くん」では「マクロ」利用してソフトを動作させていますので、マクロを有効にする必要があります。  

    マクロを有効にするためオプションを選択してください。  
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 【６】 このコンテンツを有効にするを選択してマクロを有効にしてください。  

 

      

 

 【７】 下図のようなソフトのトップページが開きます。  
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 ＜Excel2010＞の場合  

 

 【１】 ソフトを立ち上げる前に、エクセルを立ち上げてください。 

 

    左上の「ファイル」をクリックして、現れた画面のオプションを選択してください。  

 

      

 

 【２】 Excel のオプションが開くと、セキュリティセンターを選択してください。  
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 【３】 続けて、セキュリティセンターの設定ボタンをクリックしてください。  
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 【４】 セキュリティセンターの画面が現れると、マクロの設定を選択し、  

    警告を表示してすべてのマクロを無効にするを選んでください。  

 

      

 

 【５】 セキュリティレベルを「警告を表示して全てのマクロを無効にする」に設定した場合、「ソフト」を開くと下図の警告が出ます。(Excel2010 の場合)  

    「GHS分類くん」では「マクロ」利用してソフトを動作させていますので、コンテンツの有効化を選択してください。  
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 【６】 下図のようなソフトのトップページが開きます。  

 

      



 13

分類くんソフトの起動しよう 
  

 ソフトの起動にはマイクロソフト社の Excel の ver2007-2010 が必要となります。  

 ソフトは Excel に標準搭載されているマクロを用いて動作しますので、マクロを利用できるように設定する必要があります。  

 先に『マクロを使えるように設定を変更しよう』で設定を行いましょう。  

 

 【１】コピー後の「分類くん」のフォルダを開くと下記のフォルダやファイルがあります。  

    「GHS分類くん」のエクセルファイルが「分類ソフト」となります。  

 

      

 

 【２】 「ソフト」を開いた際、下図の警告が出ます。(Excel2007 の場合)  

    「GHS分類くん」では「マクロ」利用してソフトを動作させていますので、マクロを有効にする必要があります。  

    マクロを有効にするためオプションを選択してください。  

    Excel2010 の場合も同様にマクロを有効にしてください。  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 14

 【３】 このコンテンツを有効にするを選択してマクロを有効にしてください。  

 

      

 

 【４】 下図のようなソフトのトップページが開きます。  
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会社データを登録しよう  

 

 【１】 「トップページ」－「カスタマイズ」の①プルダウン登録を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のようにプルダウン登録ページが開かれますので、会社情報を記載してください。  

    MSDS の作成時に記載した情報を利用します。  
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 【３】 このプルダウン登録ページの会社情報は、会社データを保存ボタンをクリックすることで、保存できます。  

 

      

 

 【４】 以前に保存した会社情報は、会社データを開くボタンをクリックすることで、読み出すことができます。  
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全体の流れを把握しよう  

 

 【１】 「トップページ」－「入力分類」の①物理化学危険入力を選択し、混合物の物理化学危険データを入力します。  

    GHS 分類してみようの  混合物の物理化学危険入力をしようを参考に入力してください。  

 

      

 

 【２】 「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力を選択し、混合物に含まれる成分の CAS番号と含有量を入力します。  

    GHS 分類してみようの  成分と含有量を入力しようを参考に入力してください。  
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 【３】 「トップページ」の MSDS使用言語を選択します。  

 

      

 

 【４】 「トップページ」－「入力分類」の対象言語のMSDS入力項目を選択し、MSDS やラベルに記載したい項目を入力します。  

    GHS 分類してみようの  MSDS作成（入力項目）を記載しようを参考に入力してください。  
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 【５】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  
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 使用言語を選択しよう  
 

使用言語を選ぼう  

 

 【１】 MSDS やラベルの原案作成に使用する言語を選択します。  

    標準ソフトでは「日本語」しか選択することができませんが、  

    英語バージョンや中国語バージョンの機能を追加することで、「英語」「中国語」の MSDS やラベルを作成することができるようになります。  

    TOP ページの「MSDS使用言語」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 使用言語は下図のようにプルダウンで変更可能です。  

 

      



 21

 GHS 分類してみよう  
 

混合物の物理化学危険入力をしよう  

 

 【１】 「トップページ」－「入力分類」の①物理化学危険入力を選択してください。  
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 【２】 下図のように物理化学危険入力ページが開かれます。  

    「クリア」ボタンをクリックすると文字が全部消えて、下図のようになります。  

 

    「引火性液体」以外の物理化学的危険性については、類推するロジックがないため、手入力する必要があります。  

    （「引火性液体」は「引火点・初留点」を入力することで自動計算されます。）  

 

      

 

 【３】 「保存名」を記載し、「混合物の性状」を選択してください。  

    保存名は、お好きな名前を利用できます。製品名や製品コードを保存名とするのが良いでしょう。  
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 【４】 「混合物の性状」を選択後に、「分類対象外チェック」ボタンをクリックしてください。  

 

      

 

 【５】 「混合物の性状」が「液体」であるため、「分類対象外」である下記の６項目に「分類対象外」が記載されます。  

    「可燃性／引火性ガス」「支燃性／酸化性ガス」「高圧ガス」「可燃性固体」「自然発火性固体」「酸化性固体」  

    これらは、「ガス」または「固体」であることが必要な項目ですので、分類対象外となります。  
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 【６】 続いて、「空白→区分外」ボタンクリックしてください。  

 

      

 

 【７】 これまで「空白」だった項目に「区分外」が記載されます。  

    特殊な製品以外は、これで分類部分の入力は終了となります。  

    この混合物が、「区分外」以外となる物理化学的危険性を有する場合は、次項を参照に修正してください。  
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 【８】 分類対象外と区分外以外の物理化学的危険性を有する混合物については、下図のように変更します。  

    例えば、混合物の「火薬類」を「等級１．３」に変更する場合は、プルダウンで簡単に変更できます。  

 

      

 

 【９】 混合物の pHをプルダウンで選択します。  

    皮膚刺激性・眼刺激性の分類に利用します。固体や気体の場合でも少量の水に溶かした際の pH を選択してください。  
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 【10】 混合物の引火点を入力します。  

    ここに入力した値は「引火性液体」の区分の判断にのみ使用されます。MSDS等には記載されません。  

    引火点が 93℃を超えると、分類結果は変化しません。  

    引火点のない混合物や 93℃を超えることが確実な混合物の場合は、300 を入力すると良いでしょう。  

    例えば、消防法の第 4石油類や動植物油類の場合は、引火点は 200℃以上ですので、300 を入力しましょう。  
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 【11】 混合物の初留点（沸点）を入力します。  

    ここに入力した値も「引火性液体」の区分の判断にのみ使用されます。MSDS等には記載されません。  

    初留点（沸点）が 35℃を超えると、分類結果は変化しません。  

    初留点（沸点）が 35℃を超えることが確実な混合物の場合は、300 を入力すると良いでしょう。  

 

      

 

 【12】 混合物の 40℃での動粘性率（mm2/s）を入力します。  

       動粘性率 (mm2/s) = 粘性率 (mPa･s) ÷ 密度 (g/cm3)  

    データがない場合は、空白としてください。  

    吸引性呼吸器有害性の判定に利用します。20.5mm2/s を超える混合物では、分類結果が変化しません。  
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成分と含有量を入力しよう  

 

 【１】 「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のように成分と含有量の入力ページが開かれます。  
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 【３】 8行に CAS番号を記載すると、7行に成分名が表示されます。  

    しかし、CAS番号の入力ミスの場合やCAS番号が成分のデータベースに登録されていない場合は CASなしと表示されます。  

    CASなしのまま GHS分類を行うと、その成分は「分類できない」成分として計算されます。  

    CAS 番号なしと表示される、成分のデータをお持ちの場合は、「  未登録成分データを登録しよう」のやり方に従って、成分データを登録してください。  

 

      

 

 【４】 製品名は分かるけど CAS番号は分からない場合は、CAS番号検索を利用してください。  

    検索の仕方は、「  CAS 番号を成分名から検索しよう」を参考にしてください。  

 

      

 

 【５】 それぞれの成分の含有量を入力してください。  

    成分の含有量の合計が 100%となれば、赤色の警告文字が消えます。  

    入力ミスを防ぐために「警告」が出るようにしています。  
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 【６】 下図の場合、含有量の合計が 101%なので、警告が出ていますが、含有率の合計 101%を 100%となるように比例計算した値  

    を用いてGHS の分類を行うので、合計が 100%となっていなくても「データ検索（GHS分類）」可能です。  

 

      

 

 【７】 pH2 以下、pH11.5 以上、無機塩、アルデヒド、フェノール、界面活性剤なら 3行目を YES としてください。  

    例では、アセトアルデヒドは、アルデヒドであるため、YES に変更しています。  

 

      

 

 【８】 登録済みの混合物を成分に用いる場合は、「混合物入力」ボタンをクリックします。  

    使い方の詳細は、「  登録した混合物を利用してみよう」を参考にしてください。  
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 【９】 全ての成分の CAS番号と含有量の入力が終わりましたら、  

    「データ検索（GHS分類）」ボタンをクリックしてください。GHS分類、ラベル作成、MSDS作成が行われます。  

    検索時間が 100/100 になれば、分類終了です。約 1～2分で GHS分類できます。  

 

      

 

 【10】 「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力ページに分類結果の一覧表が作成されます。  

    下図に示すように、E列に混合物の分類された結果が表示されます。  
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CAS番号を成分名から検索しよう  
 

 【１】 「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のように成分と含有量の入力ページが開かれます。  

 

      

 

 【３】 「成分名から CAS検索（部分検索）」をクリックしてください。  
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 【４】 CAS 番号検索ページが開かれますので検索語を入力し、Enter キーで決定してください。  

 

      

 

 【５】 最上段に、完全一致した成分が表示され、それ以降は、部分一致した成分が表示されます。  

 

      

 

 【６】 検索していた成分が見つかれば、「成分入力」をクリックしてください。  

    ここでは、トルエンをクリックします。  
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 【７】 「成分入力ページ」にトルエンの CAS番号が入力されています。  
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 保存・読み出しを行おう  
 

入力した項目を保存しよう  

 

 【１】 保存のやり方を説明します。GHS分類で取り扱う、成分および含有量データは各メーカーの機密データになります。  

    そこで、作成した本人しかファイルを開くことができないように、「トップページ」の「本人確認パスワード」を入力する必要があります。  

 

      

 

 【２】 例えば、「IT-Alia」をパスワードとして入力します。  
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 【３】 「パスワード」を入力後、「全体を保存」をクリックしてください。  

    「物理化学危険性」「成分 CAS番号、含有量」入力」「MSDS（日本語）入力項目」「MSDS（英語）入力項目」「MSDS（中国語）入力項目」  

    「最終結果変更」に入力した項目を保存します。  

    「トップページ」以外にも「全体を保存」ボタンはあり、どのボタンで保存を行っても構いません。  

    過去に保存したファイルの開き方は、  以前に作成したファイルを開こうを参考にしてください。  

 

      

 

 【４】 ソフトのフォルダ内の「分類保存」フォルダに保存されます。  
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 【５】 万が一、分類保存フォルダ内のデータを盗まれたとしても、ファイルは下図のように暗号化されているため、組成情報が漏れることはありません。  

    ソフトと共に盗まれたとしても、「本人確認パスワード」が分からないと過去のデータを読み出すことはできません。  

    会社単位でパスワードを設定してもよいですし、部署単位でパスワードを設定してもよいでしょう。  
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以前に作成したファイルを開こう  

 

 【１】 過去に保存したファイルの開き方を説明します。  

    GHS 分類で取り扱う、成分および含有量データは各メーカーの機密データになります。  

    そこで、作成した本人しかファイルを開くことができないように、「トップページ」の「本人確認パスワード」を入力する必要があります。  

    保存時に入力したパスワードを入力してください。  

 

      

 

 【２】 例えば、「IT-Alia」をパスワードとして入力します。  
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 【３】 「パスワード」を入力後、「全体を開く」をクリックしてください。  

    読み出したい「～～.gh3」ファイルを選択すれば、  

    「物理化学危険性」「成分 CAS番号、含有量」入力」「MSDS（日本語）入力項目」「MSDS（英語）入力項目」「MSDS（中国語）入力項目」  

    「最終結果変更」項目を読み出します。  

    読み出した後、GHS分類も同時に行うため、ラベルやMSDS も一緒に作成されます。  

    以前に作成した以降、データベースを追加していれば、最新のデータベースを基にGHS分類を行います。  

    読み出しおよび GHS分類、ラベルと MSDS の作成に 2～3分必要となります。（パソコンの能力によって分類時間は変化します。）  
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 MSDS を作成しよう  
 

MSDS作成（入力項目）を記載しよう  
 

 【１】 MSDS を作成しましょう。  

    MSDS を作成するためには、日本では JIS Z 7250:2010 に準拠して作成する必要があります。  

    例えば、「MSDSの各ページには、ラベルなどに使用した化学物質等の名称、最新の改訂日及びページ番号を記載しなければならない。」  

    といった、決まりがあります。つまり、ページのヘッダーかフッターに上記の情報を記載する必要があります。  

    「会社名」「住所」「電話番号」は記載しなければならず、「緊急連絡電話番号」は記載することが望ましいと書かれています。  

 

    このような MSDS を簡単に作成できるようにソフトは作られています。  

    まずは、TOP ページの「③MSDS（日本語）入力項目」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 作成日、最新の改訂日、製品の名称のように、濃いオレンジ色のセルは自由に入力する項目になります。  

    セルに何も記載せずに「空白」とすれば、MSDS には項目も記載されません。  

    下図の場合は、製品番号の項目は「空白」ですので、MSDS には製品番号の項目は記載されません。  
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 【３】 製品名の行、6D のセルに表示されるのは保存名です。MSDSやラベルに記載される製品名は 6C のセルに記載した文言となります。  

    保存名はトップページの①物理化学危険入力のページで入力することができます。  

    この保存名は、MSDS やラベルに記載されることはありません。  
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 【４】 黄色のセルは、プルダウンで選択することができます。  

    選択（事務所）セル C9 の項目をプルダウンで選択すると、C14～C23 の項目が自動入力されます。  

 

      

 

      ↓ C9 セルのプルダウン選択  

 

      

 

      ↓ 自動入力（白色セル）  
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 【５】 MSDS を作成するためには、日本では JIS Z 7250:2010 に準拠して作成する必要があります。  

    JIS Z 7250:2010 で「記載しなければならない」と書かれている項目を「太文字」としています。  

    下図を例にすると、「製品名」「会社名」「郵便番号」「住所」「電話番号」「FAX番号」が「記載しなければならない」項目になります。  

    太文字の項目を、全て記載すれば、JIS Z 7250:2010 に準拠して MSDS を作成できます。  

 

      

 

 【６】 JIS Z 7250:2010 で「記載することが望ましい」「記載してもよい」と書かれている項目を「細文字」としています。  

    下図を例にすると、会社情報の中でも、「担当部門」「緊急連絡電話番号」「電子メールアドレス」「住所」「電話番号」「FAX 番号」は  

    「記載することが望ましい」もしくは「記載してもよい」項目になります。  
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 【７】 項目「２．危険有害性の要約」以降は、「ジャンプボタン」をクリックすると、簡単にシート内を移動できます。  

 

      

 

 【８】Ctrl＋Q で A2 セルまで戻ることができます。  

 

      

 

 【９】 「３．組成及び成分情報」では、記載が必要な項目のセルが濃いオレンジ色となっています。  

    例えば、化学名または一般名を変更したい場合は、下図の 82行目のD82 セルに記載します。  

    MSDS に表示したくない成分がある場合は、  

    このセルに、非表示と記載すると、MSDS にこの成分の表は記載されません。  
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 【10】 セルに記入すると、セルの色が薄い黄色に変わります。  

    非表示と記載したので、MSDS にこの成分の表は記載されなくなります。  

    MSDS に表示したくない成分は下図のように非表示と記載してください。  

 

      

 

 【11】 85 行目のセルには、GHS分類に用いた正確な成分含有量が表示されています。  

    しかし、MSDS に記載する際は、約 90%とか、85～95%のように、ある程度範囲を持たせて成分含有量を記載することが多いと思います。  

    正確な値を参考に、濃度又は濃度範囲の項目を記載しましょう。  

 

      

 

 【12】 下図のように、必要項目を入力すると、入力したセルが薄い黄色に変わります。  

    濃度又は濃度範囲の項目は下図のように 90～100%のように幅を持たせて記載することが多いでしょう。  

 

      

 

 【13】 成分（CAS番号、含有量）入力ページで入力しなかった成分では、項目のセルがグレーとなっています。  

    これらのセルには入力する必要がありません。  
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 【14】 間違ってグレーのセルに入力した場合、下図のようにセルの色が赤色に変化します。  

 

      

 

 【15】 「３．組成及び成分情報」として MSDS に記載する項目を選択することができます。  

    初期設定では、日本語のMSDS には下図全ての項目を表示するようになっていますが、表示を非表示に変更することで、  

    MSDS への表示・非表示を簡単に選択することができます。  

 

      

 

 【16】 「４．応急処置」以下の項目では MSDS に相応しい文言を記入する C列と、  

    MSDS に表示するか非表示とするかを記入するD列に分かれています。  
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 【17】 MSDS に記載する項目のD列に「1」を代入しましょう。  

    「1」を代入した項目のセルが「ピンク色」に変わり、MSDS に記載されます。  

 

      

 

 【18】 もし記載したい項目が見つからない場合は、御社独自の文言を追加することもできます。  

    C 列の空白部に御社独自の文言を追加してください。  

    その項目に「1」を代入すれば、先ほど同様、MSDS に記載されます。  
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 【19】 御社独自の文言を追加したら、今後も利用できるように保存しましょう。  

    下図のように、4.応急措置以降の文言保存ボタンをクリックすると保存することができます。  

    一度、保存してしまえば、次回からは MSDS に記載したい項目に「1」を記入するだけで、MSDS に反映されます。  

 

      

 

 【20】 過去に保存した文言を読み出したい場合は、文言を開くボタンをクリックしてください。  

    日本語・英語・中国語の文言の全てを保存、読み出しします。  

 

      

 

 【21】 「８．暴露防止及び保護措置」には濃いオレンジ色のセルがあり、自由入力できます。必要でしたら管理濃度・許容濃度を記載してください。  
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 【22】 「９．物理的及び化学的性質」も濃いオレンジ色のセルがあります。  

    類似品の場合でも、この項目は製品ごとに記載する必要があります。  

    これまで同様、空白とすれば、項目ごと MSDS には表示されません。  

 

      

 

 【23】 「１１．有害性情報」以降では、下図のように分類結果が代入される項目がいくつかあります。  

    初期設定では、これらの項目の D列に「１」が記載されており、自動的にMSDS に記載されます。  

 

      

 

 【24】 「１４．輸送上の注意」にも濃いオレンジ色のセルがあり、自由入力する項目になります。  
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 【25】 C列への入力は、下図のように複数行で入力することも可能です。  

 

      

 

 【26】 2343行以降で、シンボル、注意喚起語、危険有害情報、注意書きがない場合の表示語の設定と MSDS・ラベルの１行の文字数の設定ができます。  

    MSDS やラベルの印刷時に文章末が入りきらない時は、文字数を大きくしてください。  
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MSDSを作成しよう  
 

 【１】 「トップページ」の MSDS使用言語を選択します。  

 

      

 

 【２】 「トップページ」－「入力分類」の対象言語のMSDS入力項目を選択し、MSDS やラベルに記載したい項目を入力します。  

    GHS 分類してみようの  MSDS作成（入力項目）を記載しようを参照ください。  

 

      

 

 【３】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  
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 【４】 下図のような MSDSが作成されます。  
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MSDSを保存しよう  
 

 【１】 作成したMSDS を保存しましょう。  

    作成した MSDSは、印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存することができます。  

    まずは、TOP ページの「①MSDS確認、保存」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のような、MSDSが作成されたページが表示されます。  
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 【３】 まだ、MSDSを作成していない場合は、  MSDS作成（入力項目）を記載しよう を参考に必要項目を記載して、MSDS作成をクリックしてください。TOPページの

データ検索（GHS分類）ボタンをクリックしても MSDS を作成することができます。  

 

      

 

 【４】 印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存するには、MSDS保存をクリックしてください。  
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 【５】 名前を付けて保存しましょう。  

    保存先はお好きなフォルダを選択できます。初期設定は「GHS分類くん」フォルダ内の「MSDS保存」フォルダとなっています。  
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MSDSの文言を保存しよう  
 

 【１】 御社独自の文言を追加したら、今後も利用できるように保存しましょう。  

    下図のように、4.応急措置以降の文言保存ボタンをクリックすると保存することができます。  

    一度、保存してしまえば、次回からは MSDS に記載したい項目に「1」を記入するだけで、MSDS に反映されます。  

 

      

 

 【２】 過去に保存した文言を読み出したい場合は、文言を開くボタンをクリックしてください。  

    日本語・英語・中国語の文言の全てを保存、読み出しします。  

 

      

 

 【３】 4.応急措置以降の文言とは、下記の項目にあたります。  

    この項目は、御社独自の文言に修正可能です。  MSDS作成（入力項目）を記載しようでも説明しております。  
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 英文 MSDS を作成しよう 
 

超簡単に英語 MSDSを作ろう  
 

 【１】 日本語のMSDSの作成が終わっていれば、英語のMSDS の作成は１クリックで作成することができます。  

    下図のように、日本→英語ボタンをクリックしてください。  

 

      

 

 【２】  MSDS作成（入力項目）を記載しようで日本語のMSDS用ページでチェックした項目は、英語MSDS作成ページで、背景色が黄色となっています。  
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 【３】 日本→英語ボタンをクリックをクリックすると、日本語のMSDS用ページでチェックした項目にチェックが入ります。  

    つまり、１クリックすれば、日本語で作成した項目と同じ項目にチェックが入ります。  

 

      

 

 【４】 「３．組成及び成分情報」として MSDS に記載する項目を選択することができます。  

    初期設定では、英語のMSDS には下図の項目を表示するようになっていますが、表示を非表示に変更することで、  

    MSDS への表示・非表示を簡単に選択することができます。  
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 【５】 「トップページ」の MSDS使用言語で英語を選択します。  

 

      

 

 【６】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  
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 【７】 下図のような英文のMSDSが作成されます。  
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英語 MSDS作成（入力項目）を記載しよう  
 

 【１】 英文の MSDS を作成しましょう。  

    日本では JIS Z 7250:2010 に準拠して作成する必要がありますが、  

    英文 MSDSの場合、GHS改訂 3版に準拠して作成するとよいでしょう。  

    TOP ページの「③MSDS（英語）入力項目」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 英語でも日本語の時と、作成方法は一緒になります。  

     MSDS 作成（入力項目）を記載しようを参照にオレンジ色のセル、黄色のセルの入力を行ってください。  

 

 【３】 日本語のMSDSの作成が終わっていれば、英語のMSDS の作成は１クリックで作成することができます。  

    下図のように、日本→英語ボタンをクリックしてください。  

 

      

 

 【４】  MSDS作成（入力項目）を記載しようで日本語のMSDS用ページでチェックした項目は、英語MSDS作成ページで、背景色が黄色となっています。  
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 【５】 日本→英語ボタンをクリックをクリックすると、日本語のMSDS用ページでチェックした項目にチェックが入ります。  

    つまり、１クリックすれば、日本語で作成した項目と同じ項目にチェックが入ります。  

 

      

 

 【６】「３．組成及び成分情報」として MSDS に記載する項目を選択することができます。  

    初期設定では、英語のMSDS には下図全ての項目を表示するようになっていますが、表示を非表示に変更することで、  

    MSDS への表示・非表示を簡単に選択することができます。  
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英文 MSDSを作成しよう  
 

 【１】 「トップページ」の MSDS使用言語を選択します。  

 

      

 

 【２】 「トップページ」－「入力分類」の対象言語のMSDS入力項目を選択し、MSDS やラベルに記載したい項目を入力します。  

    英文 MSDS を作成しようの  英文MSDS作成（入力項目）を記載しようを参照ください。  
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 【３】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  

 

      

 

 【４】 下図のような英文のMSDSが作成されます。  
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MSDSを保存しよう  
 

 【１】 作成したMSDS を保存しましょう。  

    作成した MSDSは、印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存することができます。  

    まずは、TOP ページの「①MSDS確認、保存」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のような、MSDSが作成されたページが表示されます。  
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 【３】 まだ、MSDSを作成していない場合は、  MSDS作成（入力項目）を記載しよう を参考に必要項目を記載して、MSDS作成をクリックしてください。TOPページの

データ検索（GHS分類）ボタンをクリックしても MSDS を作成することができます。  

 

      

 

 【４】 印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存するには、MSDS保存をクリックしてください。  
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 【５】 名前を付けて保存しましょう。  
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MSDSの文言を保存しよう  
 

 【１】 御社独自の文言を追加したら、今後も利用できるように保存しましょう。  

    下図のように、4.応急措置以降の文言保存ボタンをクリックすると保存することができます。  

    一度、保存してしまえば、次回からは MSDS に記載したい項目に「1」を記入するだけで、MSDS に反映されます。  

 

      

 

 【２】 過去に保存した文言を読み出したい場合は、文言を開くボタンをクリックしてください。  

    日本語・英語・中国語の文言の全てを保存、読み出しします。  

 

      

 

 【３】 4.応急措置以降の文言とは、下記の項目にあたります。  

    この項目は、御社独自の文言に修正可能です。  MSDS作成（入力項目）を記載しようでも説明しております。  
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 中国語の MSDS を作成しよう  
 

超簡単に中国語の MSDSを作ろう  
 

 【１】 日本語のMSDSの作成が終わっていれば、中国のMSDS の作成は１クリックで作成することができます。  

    下図のように、日本→中国語ボタンをクリックしてください。  

 

      

 

 【２】  MSDS作成（入力項目）を記載しようで日本語のMSDS用ページでチェックした項目は、中国語のMSDS作成ページで、背景色が黄色となっています。  
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 【３】 日本→中国語ボタンをクリックをクリックすると、日本語のMSDS用ページでチェックした項目にチェックが入ります。  

    つまり、１クリックすれば、日本語で作成した項目と同じ項目にチェックが入ります。  

 

      

 

 【４】 「３．組成及び成分情報」として MSDS に記載する項目を選択することができます。  

    初期設定では、中国のMSDS には下図の項目を表示するようになっていますが、表示を非表示に変更することで、  

    MSDS への表示・非表示を簡単に選択することができます。  
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 【５】 「トップページ」の MSDS使用言語で中国を選択します。  

 

      

 

 【６】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  
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 【７】 下図のような中国のMSDSが作成されます。  
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中国語 MSDS作成（入力項目）を記載しよう  
 

 【１】 中国語のMSDS を作成しましょう。  

    日本では JIS Z 7250:2010 に準拠して作成する必要がありますが、  

    中国語のMSDSの場合、GHS改訂 3版に準拠して作成するとよいでしょう。  

    TOP ページの「③MSDS（中国語）入力項目」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 中国語でも日本語の時と、作成方法は一緒になります。  

     MSDS 作成（入力項目）を記載しようを参照にオレンジ色のセル、黄色のセルの入力を行ってください。  

 

 【３】 日本語のMSDSの作成が終わっていれば、中国語のMSDSの作成は１クリックで作成することができます。  

    下図のように、日本→中国語ボタンをクリックしてください。  
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 【４】  MSDS作成（入力項目）を記載しようで日本語のMSDS用ページでチェックした項目は、中国語MSDS作成ページで、背景色が黄色となっています。  

 

      

 

 【５】 日本→中国語ボタンをクリックをクリックすると、日本語のMSDS用ページでチェックした項目にチェックが入ります。  

    つまり、１クリックすれば、日本語で作成した項目と同じ項目にチェックが入ります。  
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 【６】「３．組成及び成分情報」として MSDS に記載する項目を選択することができます。  

    初期設定では、中国語のMSDS には下図の項目を表示するようになっていますが、表示を非表示に変更することで、  

    MSDS への表示・非表示を簡単に選択することができます。  
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中国語の MSDSを作成しよう  
 

 【１】 「トップページ」の MSDS使用言語を選択します。  

 

      

 

 【２】 「トップページ」－「入力分類」の対象言語のMSDS入力項目を選択し、MSDS やラベルに記載したい項目を入力します。  

    中国語のMSDS を作成しようの  中国語MSDS作成（入力項目）を記載しようを参照ください。  
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 【３】 「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  

 

      

 

 【４】 下図のような中国語のMSDSが作成されます。  
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MSDSを保存しよう  
 

 【１】 作成したMSDS を保存しましょう。  

    作成した MSDSは、印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存することができます。  

    まずは、TOP ページの「①MSDS確認、保存」を選択してください。  

 

      

 

 【２】 下図のような、MSDSが作成されたページが表示されます。  
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 【３】 まだ、MSDSを作成していない場合は、  MSDS作成（入力項目）を記載しよう を参考に必要項目を記載して、MSDS作成をクリックしてください。TOPページの

データ検索（GHS分類）ボタンをクリックしても MSDS を作成することができます。  

 

      

 

 【４】 印刷や編集が可能なエクセルファイルで保存するには、MSDS保存をクリックしてください。  
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 【５】 名前を付けて保存しましょう。  
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MSDSの文言を保存しよう  
 

 【１】 御社独自の文言を追加したら、今後も利用できるように保存しましょう。  

    下図のように、4.応急措置以降の文言保存ボタンをクリックすると保存することができます。  

    一度、保存してしまえば、次回からは MSDS に記載したい項目に「1」を記入するだけで、MSDS に反映されます。  

 

      

 

 【２】 過去に保存した文言を読み出したい場合は、文言を開くボタンをクリックしてください。  

    日本語・英語・中国語の文言を全てを保存、読み出しします。  

 

      

 

 【３】 4.応急措置以降の文言とは、下記の項目にあたります。  

    この項目は、御社独自の文言に修正可能です。  MSDS作成（入力項目）を記載しようでも説明しております。  
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 ラベルを作成しよう  
 

ラベルを作成しよう  

 

 【１】 ラベルを作成しましょう。  

    「データ検索」ボタンをクリックすると、MSDSおよびラベルが自動的に作成されます。  

 

      

 

 【２】 トップページの、「①ラベル確認、保存」をクリックすると作成したラベルの確認および保存を行うことができます。  
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 【３】 選択した言語によって、下図のようなラベルが作成されます。  
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ラベルを保存しよう  

 

 【１】 ラベルを保存しましょう。  

    トップページの、「①ラベル確認、保存」をクリックすると作成したラベルの確認および保存を行うことができます。  

 

      

 

 【２】 ラベル保存ボタンをクリックすると、レイアウトの変更可能なエクセルファイル形式で保存できます。  

    保存先はお好きなフォルダを選択できます。初期設定は「GHS分類くん」フォルダ内の「ラベル保存」フォルダとなっています。  
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ラベルの内容を txt形式に出力しよう 
 

 【１】 ラベルの内容を txt 形式に出力しましょう。  

    トップページの、「ラベル txt 形式自動保存」を ON にすると、ラベルの内容を txt 形式で出力することができます。  

    他のラベル印刷システムを利用している場合でも、「ラベル txt 形式自動保存」機能を利用することで、  

    GHS 分類した結果をテキストデータとして出力でき、他のソフトで利用することができます。  

 

      

 

 【２】 トップページの、「ラベル txt 形式自動保存」を ON としていると、データ検索中に、自動でテキストデータが作成されます。  

    ソフトの初期設定は「ラベル txt 形式自動保存」はOFF となっております。  

    自動保存される、テキストデータの保存先は、ソフトのフォルダ内の「csv 保存」フォルダに「保存名.txt」で保存されています。  
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 【３】 作成されたでテキストデータは下図のように、TAB区切りとなっております。  

    出力形式の変更や出力項目の追加・削減、および項目名の変更が必要な場合は、ソフト修正の見積もりをご依頼ください。  
 

      



 90

 分類根拠を確認しよう  
 

分類根拠を確認しよう  

 

 【１】 分類根拠を確認しましょう。  

    このソフトでは、ＧＨＳの分類根拠を簡単に調べることができます。  

    例えば、なぜ、急性毒性（経口）が区分１になったのか？を調べることができます。  

    データ検索後、トップページの①分類根拠印刷を選択ください。  
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 【２】 それぞれの危険区分となった根拠が表示されます。  

    例えば、急性毒性（経口）の分類根拠では急性毒性推定値を計算によって求めて、分類します。  

    この分類根拠を手元に持っていれば、分類担当者でなくても、分類根拠をお客様に説明することができます。  
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一覧表を印刷しよう  

 

 【１】 ＧＨＳ分類の一覧表を印刷しましょう。  

    ＧＨＳの分類結果をまとめた一覧表もこのソフトでは作成されます。  

    データ検索後、トップページの②成分（CAS番号、含有量）入力を選択ください。  

 

      

 

 【２】 「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力ページに分類結果の一覧表が作成されます。  

    下図に示すように、E列に混合物の分類された結果が表示されます。  

    K 列以降には、各成分の区分データが表示されますので、混合物の GHS分類された理由を一覧表で確認することができます。  

    このページを印刷しておけば、GHS の分類結果を一目で確認できます。  
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 成分のデータを追加しよう 
 

未登録成分データを登録しよう  

 

 【１】 未登録成分データを登録しましょう。  

    このソフトでは、NITE より公表されている約 2200種類のＧＨＳの分類結果のデータを最初から保持しております。  

    しかし、基本的に公表されている物質は危険物質であり、安全な物質のデータは入っておりません。  

    たとえば、塩化ナトリウム（塩）のような、安全な物質は登録されておりません。  

 

    また、危険物質でもすべての物質が網羅されているわけではありません。  

    データベースにない物質があり、成分データをお持ちの場合は、そのデータを新規登録すれば、精度の高いＧＨＳ分類をすることができます。  

 

    もちろん、成分データをお持ちでない場合でもＧＨＳ分類を行うことは可能です。  

    その場合は、データのない成分は、すべての項目で「分類できない」成分であるとして計算します。  

 

    データベースの登録は、トップページのカスタマイズ項目の②データベース追加を選択ください。  
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 【２】 成分の分類結果の追加ページが表示されます。  

 

      

 

 【３】 成分の追加は下図のようにプルダウンで簡単に登録できます。  

    このソフトでは、物理化学的危険性に関するデータは入力する必要がなく、登録作業も簡単に行えます。  
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 【４】 特定標的臓器／全身毒性（単回暴露）と特定標的臓器／全身毒性（反復暴露）については例を参考に入力してください。  

      

    ①臓器の部分は Y列の中から選択してください。  

    ②(区分 1)、(区分 2)、(区分 3)の後に対象臓器を記載して、対象臓器は「、」読点で区切ってください。  

    ③臓器名の後ろには必ず「、」読点を記載してください。  

    ④「区分外」、「分類できない」については下図の例３、例４のように句読点は必要ありません。  

    ⑤区分の異なる対象臓器がある場合は、例１のように記載ください。  

    ⑥区分 1 であることは分かっているが、対象臓器が不明である場合は、例５のように「(区分 1)不明、」と記載ください。  

    ⑦記載に間違いがあるとエラー表示がでますので、もう一度入力を確認後、登録してください。  

      

    例１  

      (区分 1)呼吸器系、神経系、(区分 3)麻酔作用、  

    例２  

      (区分 2)肝臓、聴覚、血液系、中枢神経系、  

    例３  

      区分外  

    例４  

      分類できない  

    例５  

      (区分 1)不明、  
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 【５】 登録可能な標的臓器は Y列以降に表示されています。  

 

      

 

 【６】 毒性濃度 LC50 もしくは EC50 のデータを mg/L の単位で入力してください。  

    ＜記載上の注意＞  

     ①水生動植物の毒性濃度 LC50 または EC50(mg/L)が不明の場合は「分類できない」を記載してください。  

     ②水生環境有害性（急性）もしくは水生環境有害性（慢性）が「区分 1」の場合は記入する必要があります。  

     ③単位には十分注意してください。  

      例えば 1.2μg/L の場合は、単位を mg/L に変換すると 0.0012mg/L ですので、「0.0012」を記入してください。  

     ④水生環境有害性（急性）もしくは水生環境有害性（慢性）が「区分 1」以外の場合記載する必要はありません。  
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 【７】 すべての項目の入力が終われば、分類データ追加・変更ボタンをクリックすれば成分データは保存されます。  

 

      

 

 【８】 保存しているデータの修正や変更を行いたい場合は、分類データを開くボタンをクリックすれば保存してある分類データを読み出すことができます。  
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化学式や官報公示整理番号を登録しよう  

 

 【１】 化学式や官報公示整理番号を登録しましょう。  

    データベースの登録は、トップページのカスタマイズ項目の②データベース追加を選択ください。  

 

      

 

 【２】 成分の分類結果の追加ページが表示されます。  
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 【３】 保存しているデータの修正や変更を行いたい場合は、分類データを開くボタンをクリックすれば保存してある分類データを読み出すことができます。  

 

      

 

 【４】 下図の欄に記載し保存する事で、MSDS の第３項で表示される項目をデータベースに登録できます。  

    弊社は化学品のデータベース会社ではないため、下記のデータベース項目のデータベースについては提供しておりません。  

    納入時には、下記のデータベースは登録されておりませんので、各メーカーにてご登録ください。  

      

    別名  

    化学式または構造式  

    官報公示整理番号（化審法・安衛法）  

    分類に寄与する不純物及び安定化添加物  

    ＴＳＣＡ登録の有無  

    ＥＩＮＥＣＳＮo.  

    ＰＲＴＲ法指定化学物質  

    毒劇法毒物劇物  

 

      

 

    上記の項目を登録しておけば、MSDS入力項目ページにおいて、  

    下図の組成情報入力ボタンをクリックすれば、登録されたデータを一括入力できます。  
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    トップページの MSDS組成情報自動入力をON にしておけば  

    MSDS 入力項目ページに移動する際に自動で登録されたデータを一括入力できます。  

    MSDS 組成情報自動入力をON としてソフトを使用する場合は、  

    MSDS の第３項のデータベースへの登録を必ず行ってください。  
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英語名や中国語名を登録しよう  

 

 【１】 英語名や中国語名を登録しましょう。  

      

    データベースの登録は、トップページのカスタマイズ項目の②データベース追加を選択ください。  

 

      

 

 【２】 成分の分類結果の追加ページが表示されます。  
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 【３】 保存しているデータの修正や変更を行いたい場合は、分類データを開くボタンをクリックすれば保存してある分類データを読み出すことができます。  

 

      

 

 【４】 ソフトの納入時点のデータベースには、各成分の英語名等の下記項目が登録されていません。  

    下記のデータを登録する事で英文のMSDSが簡単に作成できるようになります。  

    MSDS の第 3項の成分の表が  

    （オプション機能で英語バージョンの機能を追加している場合のみ）  

      

    Chemical identity of the substance ：  英語名での「化学名または一般名」  

    Synonym of the substance ：  英語名での「別名」  

    Impurities and stabilizing additives ：  英語名での「分類に寄与する不純物及び安定化添加物」  
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 【５】 ソフトの納入時点のデータベースには、各成分の中国語名等の下記項目が登録されていません。  

    下記のデータを登録する事で中国語のMSDSが簡単に作成できるようになります。  

    （オプション機能で中国後バージョンの機能を追加している場合のみ）  

      

      

      中国語名での「化学名または一般名」  

      中国語名での「別名」  

      中国語名での「分類に寄与する不純物及び安定化添加物」  
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 【６】 上記の項目を登録しておけば、MSDS入力項目ページにおいて、  

    下図の組成情報入力ボタンをクリックすれば、登録されたデータを一括入力できます。  

 

      

 

    トップページの MSDS組成情報自動入力をON にしておけば  

    MSDS 入力項目ページに移動する際に自動で登録されたデータを一括入力できます。  

    MSDS 組成情報自動入力をON としてソフトを使用する場合は、  

    MSDS の第３項のデータベースへの登録を必ず行ってください。  
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 混合物データを追加しよう  
 

混合物を登録しよう  

 

 【１】 混合物を登録しましょう。  

    混合物登録では、混合物に含まれる成分と含有量をデータとして保存することができます。  

    前もって、混合物を作成しておき、数種類の混合物を配合して製品化する場合には重宝する機能です。  

    塗料メーカー等では原色と呼ばれる塗料を数種類作っておいて、それらを配合して製品化します。  

    例えば、赤色塗料と黄色塗料を配合してオレンジ塗料を作成して製品にします。  

      

    赤色塗料A と黄色塗料Bを配合してオレンジ塗料とする製品を想像してください。  

    赤色塗料A と黄色塗料Bをそれぞれ混合物登録しています。赤色塗料A と黄色塗料Bの両方にキシレンが含まれているとします。  

    この場合、赤色塗料A と黄色塗料Bを配合した時のGHS分類の計算は、  

    赤色塗料Aに含まれるキシレン量と黄色塗料Bに含まれるキシレン量のそれぞれに含まれるキシレンの合計値を用いて行います。  

    つまり、混合物中のそれぞれの成分の合計値を計算して、GHS分類することができる機能ということになります。  

 

    混合物の登録は、トップページのカスタマイズ項目の⑤混合物登録を選択ください。  
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 【２】 混合物登録ページが表示されます。  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 107 

 【３】 新規登録の際、クリアボタンをクリックすると記載されているセルがすべて空白となります。  
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 【４】 混合物登録番号と混合物名を入力してください。  

    混合物登録番号はCAS番号の代わりに使用する番号になります。数字でなくても構いません。  

    御社独自の覚えやすい記号をご使用ください。  

 

      

 

 【５】 次に、混合物に含まれる成分の CAS番号と含有量を入力してください。  

    CAS 番号の直接入力の代わりに、成分名から CAS検索ボタンをクリックすることで、成分検索できます。  
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 【６】 CAS 番号検索ページが開かれますので検索語を入力し、Enter キーで決定してください。  

 

      

 

 【７】 最上段に、完全一致した成分が表示され、それ以降は、部分一致した成分が表示されます。  
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 【８】 検索していた成分が見つかれば、「成分入力」をクリックしてください。  

    ここでは、トルエンをクリックします。  

 

      

 

    下図のように、トルエンのCAS番号が入力されます。  
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 【９】 キシレンの CAS番号も入力し、含有量を、トルエン 10%、キシレン 90%で入力しました。  

    混合物データ登録・追加ボタンをクリックすると、入力した内容が登録されます。  
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 【10】 以前に登録した混合物データの修正を行いたい場合は、混合物データを開くボタンをクリックしてください。  

 

      

 

    混合物データを開くボタンをクリックすると、下図のようにフォルダが開かれますので、変更したいファイルを選択してください。  
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登録した混合物を利用してみよう 
 

 【１】 登録した混合物を利用しましょう。  

    「トップページ」－「入力分類」の②成分（CAS番号、含有量）入力を選択してください。  

      

    混合物登録では、混合物に含まれる成分と含有量をデータとして保存することができます。  

    前もって、混合物を作成しておき、数種類の混合物を配合して製品化する場合には重宝する機能です。  

    塗料メーカー等では原色と呼ばれる塗料を数種類作っておいて、それらを配合して製品化します。  

    例えば、赤色塗料と黄色塗料を配合してオレンジ塗料を作成して製品にします。  

      

    赤色塗料A と黄色塗料Bを配合してオレンジ塗料とする製品を想像してください。  

    赤色塗料A と黄色塗料Bをそれぞれ混合物登録しています。赤色塗料A と黄色塗料Bの両方にキシレンが含まれているとします。  

    この場合、赤色塗料A と黄色塗料Bを配合した時のGHS分類の計算は、  

    赤色塗料Aに含まれるキシレン量と黄色塗料Bに含まれるキシレン量のそれぞれに含まれるキシレンの合計値を用いて行います。  

    つまり、混合物中のそれぞれの成分の合計値を計算して、GHS分類することができる機能ということになります。  

 

 

      

 

 【２】 下図のように成分と含有量の入力ページが開かれます。  
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 【３】 混合物を成分に用いる場合は、前もって混合物登録を行う必要があります。  

    混合物登録の方法は、「  混合物を登録しよう」を参考にしてください。  

 

    登録済みの混合物を成分に用いる場合は、「混合物入力」ボタンをクリックします。  

 

      

 

 【４】 下図のように混合物の入力ページが開かれます。  
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 【５】 新規入力の場合は、入力クリアボタンをクリックしてください。  

 

      

 

    下記のように、入力欄が空白に変わります。  

 

      

 

 【６】 混合物の登録件数が少ない場合は、混合物一覧法から選択ボタンをクリックして、混合物を選ぶ方が効率的です。  
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 【７】 一覧表の中から、入力したい混合物の混合物入力択セルをクリックして、混合物を選択しましょう。  

 

      

 

 【８】 混合物の登録件数多くなれば、混合物名検索（部分検索）ボタンをクリックして、検索をして目的の混合物を検索しましょう。  

 

      

 

 【９】 一覧表の中から、入力したい混合物の混合物入力択セルをクリックして、混合物を選択しましょう。  

 

      

 

 【10】 混合物を選択後はその混合物の含有量を入力しましょう。例として、IT-001 が 20%、IT-002 が 20%、最終製品に入って場合で説明します。  
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 【11】 混合物および含有量を入力すれば、混合物中の成分含有率計算ボタンをクリックしてください。  

 

      

 

 【12】 下図のように混合物中の成分毎の含有率が計算されます。  

    IT-001 は 20%製品中に含有していますが、その内訳はトルエン 2%とキシレン 18%です。  

    IT-002 も 20%製品中に含有していますが、その内訳はトルエン 10%とキシレン 10%です。  
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 【13】 その結果、IT-001 と IT-002 を 20%ずつ混合したものは、トルエン 12%とキシレン 28%の混合物であると計算されます。  

 

      

 

 【14】 計算が終了し、計算結果が問題なければ、成分入力へ転送ボタンをクリックしてください。計算結果を成分入力画面に転送します。  

 

      

 

 【15】 下図のように、トルエンおよびキシレンの CAS番号と含有量が成分入力画面に転送されています。  
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 最終結果を変更しよう  
 

最終結果を変更してみよう  

 

 【１】 最終結果を変更してみましょう。  

    最終結果の変更は、トップページの入力分類の⑥最終結果変更を選択ください。  

      

    この変更機能とは、GHS マニュアルにしたがって分類した結果を訂正することができる機能です。  

    例えば、GHS マニュアルにしたがって分類した結果でドクロマークの表示を行わなくてはならない場合でも、  

    実際にその製品を分析した結果、ドクロマークの表示の必要の無い区分であると判明したのであれば、  

    分類結果を訂正することができます。  

    分類結果を訂正する場合は、訂正理由を記入できるようにコメント欄も用意しています。  

 

      

 

 【２】 変更したい項目結果の欄を変更して、変更理由も記載してください。  

    変更理由を記載することで、あとからファイルを読み出した際、なぜ、変更したのかを知ることができます。  

 

      

 

 



 120 

 【３】 変更した項目は、成分入力ページでセルの色が赤色（急性毒性経口）に表示されています。  

    このページをプリントアウトしておけば、最終結果の変更が行われていることが一目瞭然です。  
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 登録されているデータを確認しよう 
 

成分データベース一覧  

 

 【１】 成分データベース一覧を確認してみましょう。  

    データベースの確認は、トップページのデータベースの①成分データベース一覧を選択ください。  

 

      

 

 【２】 このページから、登録されている成分データを「データを開く」をクリックして、  

    英語や中国語の成分名の追加登録、および、化学式や官報公示整理番号の追加登録ができます。  

    削除をクリックすれば、登録されている成分データを削除することも可能です。  

    詳細は、  未登録成分データを登録しようや、  化学式や官報公示整理番号を登録しようを参照して下さい。  
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混合物データベース一覧  

 

 【１】 混合物データベース一覧を確認してみましょう。  

    混合物のデータベースの確認は、トップページのデータベースの②混合物データベース一覧を選択ください。  

 

      

 

 【２】 このページから、登録されている混合物のデータを「データを開く」をクリックして、登録内容の修正を行うことができます。  

    また、削除をクリックすれば、登録されている混合物データを削除することも可能です。  

    混合物入力をクリックすれば、登録した混合物データを使用して GHS の分類を行うことができます。  

    詳細は、  混合物を登録しようや、  登録した混合物を利用してみようを参照して下さい。  
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 表示する文言を修正しよう  
 

注意書きフレーズの登録について  

 

 【１】 注意書きフレーズを修正してみましょう。  

    注意書きフレーズの修正を行うことも可能です。トップページのカスタマイズ項目の③注意書きフレーズ登録を選択ください。  

 

      

 

 【２】 下図のページが表示されます。  

    注意書きフレーズの修正を行うことも可能ですが、初期より相応しいフレーズが記載されていますので、特に変更する必要はございません。  
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MSDS入力項目の修正について  
 

 【１】 MSDS入力項目を修正してみましょう。  

    MSDS 入力項目の修正を行うことも可能です。トップページのカスタマイズ項目の④MSDS入力項目コメント登録を選択ください。  

 

      

 

 【２】 下図のページが表示されます。  

    MSDS 入力項目の 15.適用法令の項目を変更できます。  

    日本語の場合、その他１～４を変更して、各メーカーで利用される法令名に変更してください。  

    変更内容は、MSDS入力項目の 15.適用法令に適用されます。  

    英語、中国語（オプションのみ）の場合も、その他１～14 を変更して、各メーカーで利用される法令名に変更してください。  

    2344行、2345行はMSDS末尾に記載される内容です。各メーカーで内容は変更してください。  
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 自動機能を利用しよう  
 

MSDS組成情報の自動入力について  
 

 【１】 MSDS組成情報の自動入力をしてみましょう。  

    MSDS 組成情報の自動入力を行うためには、トップページの設定項目のMSDS組成情報自動入力をON にしてください。  

 

      

 

 【２】 下図のようにプルダウンで ON と OFF を選択できます。  
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 【３】 化学式や官報公示整理番号を登録しておく事で、MSDS の第３項で表示される項目を自動入力できるようになります。  

    詳細は、  化学式や官報公示整理番号を登録しよう、および、  英語名や中国語名を登録しようを参照下さい。  

      

    納入時には、下記のデータベースは登録されておりませんので、各メーカーにてご登録ください。  

      

    別名  

    化学式または構造式  

    官報公示整理番号（化審法・安衛法）  

    分類に寄与する不純物及び安定化添加物  

    ＴＳＣＡ登録の有無  

    ＥＩＮＥＣＳＮo.  

    ＰＲＴＲ法指定化学物質  

    毒劇法毒物劇物  

 

      

 

    上記の項目を登録しておけば、MSDS入力項目ページにおいて、  

    通常は、下図の組成情報入力ボタンをクリックすれば、登録されたデータを一括入力できます。  
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    トップページの MSDS組成情報自動入力をON にしておけば  

    MSDS 入力項目ページに移動する際に自動で登録されたデータを一括入力できます。  

    MSDS 組成情報自動入力をON としてソフトを使用する場合は、  

    MSDS の第３項のデータベースへの登録を必ず行ってください。  
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ラベルの txt形式の自動保存について  
 

 【１】 ラベルの txt 形式の自動保存してみましょう。  

    他のラベル印刷ソフトを使用する際に利用しやすい、テキスト出力に対応しています。  

    ラベルの txt 形式の自動保存を行うためには、トップページの設定項目のラベルの txt 形式自動保存をON にしてください。  

    テキスト出力が必要ない場合には、ラベルの txt 形式自動保存を OFF としてください。  

 

      

 

 【２】 下図のようにプルダウンで ON と OFF を選択できます。  
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 【３】 出力されるテキストは下図のように、タブ区切りとなっております。  

 

      

 

 【４】 テキストファイルの保存先は、下図のようにソフトのフォルダ中のテキスト保存フォルダとなっております。  
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 対象物質の追加・変更しよう 
 

表示対象物質追加  

 

 【１】 表示対象物質の追加・変更をしてみましょう。  

    このソフトでは、安衛法の表示対象物質のデータを最初から保持しております。  

 

    表示対象物質データに変更があった場合には  

    「法律が変更となった場合」項目の①表示対象物質リストを選択ください。  

 

      

 

 【２】 B 列の CAS番号と D列の濃度範囲を追加もしくは修正してください。  

    B 列が CAS 番号、C 列が名称、D 列が対象となる範囲（数字が 0.1 の場合 0.1%以上を示す）です。  
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通知対象物質追加  

 

 【１】 通知対象物質を追加・変更してみましょう。  

    このソフトでは、安衛法の通知対象物質のデータを最初から保持しております。  

 

    通知対象物質データに変更があった場合には  

    「法律が変更となった場合」項目の②通知対象物質リストを選択ください。  

 

      

 

 【２】 E 列の CAS番号を追加もしくは修正してください。A～D列の記載は必要ありませんが、メモとして利用ください。  

    B 列が日本語名称、C 列が英語名称、E 列が CAS 番号です。  
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オゾン層への有害対象物リスト  

 

 【１】 オゾン層への有害対象物リストを追加・変更してみましょう。  

    このソフトでは、モントリオール議定書のオゾン層有害物質データを最初から保持しております。  

 

    モントリオール議定書のオゾン層有害物質データに変更があった場合には  

    「法律が変更となった場合」項目の③オゾン層への有害対象物リストを選択ください。  

 

      

 

 【２】 D 列の CAS番号を追加もしくは修正してください。最大 1000行まで入力可能です。  

 

      


